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工
費
約
六
銀
、
地
上
六
砲
の
新
筋
書
が
完
成
し

た
平
塚
電
報
議
議
局
は
「
五
月
三
十
一
日
午
前

O

時
を
綴
し
て
市
内
電
話
を
い
っ
せ
い
に
自
動
化
す

る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
に
よ
る
と
、
自
動

ダ
イ
ヤ
ル
佑
と
問
時
に
約
的
千
二
宮
自
主
の
新
規
議

諮
も
開
通
、
近
県
主
開
賢
一
都
市
七
十
閤
と
は
ダ
イ
ヤ

ル
を
ま
わ
ず
だ
け
で
、
ま
た
花
海
道
を
の
ぞ
く
会

鼠
主
要
都
市
と
は
待
た
ず
に
遇
話
で
嘗
る
よ
う
に

な
る
ほ
か
、
懸
案
の
図
村
、
金
間
関
閣
を
平
塚
潤

へ
合
併
す
る
な
ど
、
平
壌
の
電
話
事
情
は
画
期
的

に
敬
議
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

門
電
報
担
問
唱
語
烏
奨
表
・
婆
霞
〕
①
電
語
自
動
化
の

臼
は
五
月
三
十
一
日
に
決
ま
っ
た
。
午
前
O
時
を

期
し
て
い
っ
せ
い
に
切
り
替
え
る
。
当
日
か
ら
、

電
請
を
す
る
と
き
は
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
て
直
接

相
手
を
呼
び
出
し
て
ほ
し
い
。
平
塚
の
市
内
局
番

は
二
一
周
・
二
二
局
・
五
五
局
門
田
村
)
・
五
八

腐
ハ
争d
出
〉
で
あ
る
。

②
こ
の
自
動
切
り
替
え
当
百
か
ら
数
日
間
に
新
規

電
諮
問
千
二
百
本
が
開
通
、
平
塚
の
篭
謡
総
数
は

約
八
平
本
と
な
る
。
い
ま
ま
で
は
手
動
式
夜
換
一
一
一

平
ニ
百
本
で
あ
っ
た
。
自
動
佑
と
同
時
に
大
量
の

新
規
電
話
が
関
連
ナ
る
が
、
こ
れ
で
も
ま
だ
、
一
一

:
干
本
程
度
の
溺
議
申
し
こ
み
が
つ
か
え
て
い
る
状

県
態
で
あ
る
。

一
丁
一
③
町
付
合
併
後
懸
案
と
な
っ
て
い
た
電
語
加
入
区

、

3

域
と
行
政
区
域
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

/
/
は
、
田
村
閣
と
全
自
周
を
平
塚
へ
合
併
す
る
こ
と

ー
ー
に
よ
り
、
自
動
化
を
機
会
に
実
施
に
う
っ
す
。
こ

け
γ

れ
に
よ
っ
て
記
録
議
謡
を
し
て
に
海
田
・
金

g

k
μ

・
土
決
。
印
刷
の
一
部
は
市
内
通
認
と
な
る
。

一
③
市
外
通
話
も
画
期
的
に
向
上
す
る
。
ま
ず
、
神

必
も
奈
川
県
下
・
東
京
都
下
・
局
玉
泉
・
千
葉
県

e静

岡
口
問
用
・
甲
府
な
ど
近
隣
都
県
の
主
語
都
市
七
十
局

‘
:
と
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
だ
け
で
遜
話
が
で
き
る
よ
う
に

l
，

u

な
る
(
五
ペ
ー
ジ
義
一
を
参
照
)
。
ま
た
。
花
海

道
を
除
く
秋
田
か
ら
鹿
鬼
鳥
ま
で
の
全
国
主
嬰
都

斗
叶4

市
と
は
、
待
た
ず
に
通
話
が
市
経
と
な
る
。
一

O

一
一
一
つ
一
ニ
番
へ
申
し
こ
み
、
そ
の
ま
ま
待
て
ば
、
受
換
手

付
けμ

が
沼
手
を
ダ
イ
ヤ
ル
で
呼
び
出
し
お
つ
な
ぎ
す
る

こ
と
に
な
る
。
一O
一
一
一
番
で
ま
た
ず
に
つ
な
げ
る

区
域
は
五
ペ
ー
ジ
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑤
伊
勢
蔵
・
松
田
・
寒
川
・
北
海
道
な
ど
五
ペ
ー

ジ
表
一
一
一
に
一
市

T
地
域
は
一O
六
番
へ
申
し
込
み
つ

友
が
る
の
を
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

⑤
市
内
濁
町
田
削
料
金
は
、
い
ま
ま
で
定
額
で
、
使
っ

て
も
使
わ
な
く
て
も
戸
建
の
判
料
金
を
か
け
て
い
た

が
、
自
動
化
と
と
も
に
基
本
料
は
ぐ
ん
と
安
く
な

る
か
わ
り
に
度
数
制
を
と
り
、
市
内
通
話
一
一
回
ご

と
に
七
円
の
籾
金
が
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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戦設者叙華麗で平塚第 1婚とな

った斎藤喜喜八さんの母
盟今月 S ページ渥

@ページ・ 3月市議会定例会できまったもの、

脊少年保護育成運動、法律圃心哩記どと相談ー

③ページ・農業共済条例j改正の焦点、福祉年金

言曹求権10月で時効、 BBS会員募集、行政棺

談所、総税窓口出張、犬による事故なと……

③ー⑤ページ・自動式電話のかけ方、防犯街路

灯の緯助金増額、頭保の県外治療に注意、中

小企業近代佑資金融資、英会話教室など a

@ページ・ 39年度教育施策の重点、中小企業の

事業資金貸し出す、梶持母子家路育英資金奨

学生、納税カレングー衣ど・‘ -

@ページ・美化運動入選作文 (2) 、予防主主射

の巡回日程、体育館の使用条件、図書館だよ

りなど"い

③ページ・声のひろば、新平塚風土記 (97) 、

教育指談、よい青少年をたたえる運動、小暴

力防iと条例〈υ 、あたたかい心、広報手証置
なと・...



(2) 

一
一
一
月
十
二
回
議
事
撃
に
開
会
し
た
こ
と
し
第
一
郎
自
の
市
議
会
定
例
会
は
、
会
期
二
十
回
を
も
っ
て
、
昭
和
三
十
九
年
度
平
壌
市
一

般
会
計
予
算
察
、
八
件
の
特
別
会
計
各
予
算
案
の
ほ
か
、
①
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案
、
②
清
掃
条
例
の
}
部
敬
正
案
、
③
農
業
共

演
条
例
の
全
部
改
正
案
、
m
w市
選
出
品
開
斜
条
例
新
設
索
、
⑤
県
農
業
鑓
用
基
金
協
会
等
へ
の
加
ス
な
ど
四
十
一
議
案
を
審
議
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
と
く
に
、
加
藤
市
長
就
任
後
初
の
年
度
当
初
予
算
が
出
ぎ
れ
、
五
十
六
億
円
に
遠

ナ
る
大
型
予
算
が
成
認
し
た
ほ
か
、
ご
み
収
集
手
数
糾
・
予
防
注
射
手
数
料
の
会
廃
、
地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
友
う
一
盟
定
資
産
評

価
暴
曜
の
改
正
、
宅
地
・
山
林
に
対
ナ
る
園
出
血
資
藤
税
の
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
場
税
、
間
盟
業
共
済
掛
け
帯
翠
と
共
済
者
額
の
改
訂
窓
ど

こ
盟
の
譲
嬰
案
件
が
決
定
を
毘
ま
し
た
。

-
2
・

な
ら
び
に
営
造
物
に
関
す
る
条
例
、

平
壌
市
契
約
条
例
を
廃
止
U
、
用

塚
市
財
産
の
受
鍛
・
譲
与
・
離
端

付
等
に
鵠
ナ
る
条
例
(
新
設
〉
、
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く
ず
か
ご
増
設

平
塚
市
美
化
運
扇
奨
施
主
部
(
総
務

諜
内
〉
は
、
四
月
、
鉄
製
く
ず
か
ど
三

十
一
甘
舗
を
渇
抽
出
し
ま
し
た
。
昨
年
十
一

月
に
八
十
一
援
を
つ
け
た
の
で
、
在
来

分
と
あ
わ
せ
て
、
街
頭
の
く
ず
か
ど
は

官
邸
十
包
装
と
な
り
ま
し
た
。
ど
愛
用

く
だ
ざ
い
。

今
年
度
は
さ
ら
に
、
く
ず
か
ど
用
予

算
を
信
港
、
三
菱
樹
賄
が
販
売
を
は
じ

め
た
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
ク
リ
ー
ム
と

オ
レ
ン
ジ
の
ツl
ト

i

ン
カ
ラ
の
く
ず

か
ど
ハ
定
億
六
五O
O
円
)
百
五
十
基

を
新
設
の
予
定
で
す
。
そ
の
名
も
「
ピ

カ
」
。
何
本
部
は
、
く
ず
か
ご
を
、
市

街
地
か
ら
一
績
次
郊
外
へ
も
つ
け
て
い
く

方
針
で
す
。



第 51 号

ー
単
位
共
済
金
と
掛
け
金
率
改
訂

こ
と
し
の
水
睦
稲
か
ら
適
用

昨
年
六
月
の
滋
常
図
会
で
成
立
し
た
一
果
、
金
目
慣
の
ば
あ
い
の
実
質
補
て
ん
一

態
業
災
饗
補
償
制
度
を
改
正
す
る
丞
樟
一
の
割
合
は
、
最
高
麦
米
儲
絡
の
約
六
一

が
二
月
二
回
か
ら
実
施
を
み
、
ま
ず
、
一
銭
一
一
芥
と
な

p

、
い
ま
ま
で
よ
口
一
一

一
一
一
十
九
年
産
の
水
穏
と
駿
稲
か
ら
通
用
一
割
弱
分
高
と
さ
れ
ま
し
た
。
一

と
怒
る
た
培
、
市
は
、
三
月
市
議
会
に
一
マ
第
四
は
共
済
掛
け
金
事
の
設
定
方
法
一

平
塚
市
腕
盟
業
共
演
条
例
の
改
正
案
を
よ
一
を
敬
警
し
た
点
で
す
。
い
ま
ま
で
都

程
、
こ
れ
を
改
正
法
に
適
合
す
る
よ
う
一

あ
ら
た
め
ま
し
た
。
一

敬
蕊
法
の
一
接
点
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
‘

十
月
号
紙
上
に
、
態
林
省
資
斜
の
転
載
…
ん

を
行
な
っ
て
ほ
ほ
説
明
し
ま
し
た
。
か
一
戸

さ
ね
て
とD
あ
げ
れ
ば
、
大
嬰
次
の
間
同
一
い

点
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
一

V
そ
の
第
一
法
、
い
ま
ま
で
総
共
済
金
一
日

績
の
一
一
闘
を
地
主
目
に
保
留
し
、
残
り
一

の
九
簡
を
逮
合
会
の
保
険
に
付
し
、
一

連
合
会
は
こ
れ
を
県
ど
と
に
と

D

ま
一

と
め
た
う
え
で
通
常
災
審
分
を
保
留
一

異
常
災
害
売
は
政
府
の
再
保
険
に
付
一

し
て
い
た
の
を
、
東
勝
の
共
演
寮
径
一

を
拡
官
却
し
、
今
後
は
総
共
済
金
額
の
一

六
割
を
通
常
災
害
分
と
し
て
市
へ
の
一

こ
す
こ
と
に
本
り
ま
し
た
。
と
れ
に
一

よ
っ
て
崎
市
の
援
護
共
済
の
手
も
と
一

に
資
金
が
た
ま
り
、
議
常
災
筈
に
封
一

す
る
共
演
金
の
支
払
い
宇
早
く
行
な
一

う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
ナ
一

マ
第
二
は
、
面
二
副
社
強
制
加
入
総
度
一

を
ゆ
る
め
、
強
制
加
入
の
原
則
削
は
符
一

り
な
が
ら
も
、
矯
援
の
ち
い
さ
い
慶
一

家
を
対
象
に
、
任
意
加
入
の
は
ば
が
一

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
第
一
一
一
は
、
災
害
者
受
け
て
も
共
済
金

額
の
支
払
い
開
聞
が
少
な
い
と
い
う
鶴

間
部
の
不
満
に
こ
た
え
た
点
で
、
盤
作

物
共
済
の
単
位
あ
た
り
共
済
金
額
を

最
高
七
十
五
円
円
従
来
五
十
五
月
〉

に
ま
で
引
吉
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
結
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自重 5 月 26 日{止)
賀へ官官・

原公民舘 e 夕陽ケ正母子寮。

霊童 5 見 27 自(ホ) 花木公民舘ー花木
会館 e 海岸地区西I全会銭 e 豊原公K

館 e 諏訪町会館。

塁審待問・午前 9 時30分~午後 4 時。

-須
・松

す
。市

民
諜
で
は
、

思
わ
れ
る
人
の
う
ち
、

求
手
続
舎
を
と
っ
て
い
な
い
人
は
、
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金呂
向精
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神田
大野
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開い合わせ@電126事守護祉事務関
BBS 遂量生ー友だち活動 E もいえ、

17-30才ぐらいまでの務少年男女が

対象。若手行事著少年、苦手行をする危険
のあ器少年たちの良い兄姉、あるい

は友fごち乏なって、少年の立ちなお

るのを助ける活動です。

フγつない

犬にかまれる人は年

々ふえ、昨88年度中の

保健所へのj苗けと臼被害

件数は、平塚市内分86

件にのぼった。また、

保健所が、昨年中の野

犬狩りで捕獲した犬は

50む頭、このうち9ClIi置

も飼い主から返還要求

があった。放し飼いの

いかに多いかを実証し

た数字といえる。保条

例Jlcl:つないで問うこと

嬰を求しているD 宗主主

を防ぐために、震犬は

かならずつなどご'.
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治、

産補助 5舗を増額

市
民
課
は
「
犯
罪
防
止
と
陀
か
ど
を
一
百
円
引
吉
上
げ
て
一
灯
あ
た
り
一
千
五
一
一
一
一
十
七
年
一
一
百
六
十
六
灯
、
一
ニ
十
八
年
一
る
ま
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
る
く
す
る
願
い
を
こ
め
た
訪
ね
街
路
←
百
円
ハ
い
ま
ま
で
一
千
円
〉
、
維
持
強
一
一
一
官
四
十
二
灯
と
活
発
で
ナ
。
一
自
治
会
等
の
手
に
よ
る
も
の
の
ほ
か

灯
は
、
市
の
新
設
補
扇
制
度
の
効
果
が
一
寝
費
補
勧
金
は
一
一
百
六
十
月
を
五
百
四
一
市
は

ζ

れ
に
対
し
、
新
設
補
助
金
一
一
に
、
市
が
学
校
や
公
翻
意
ど
会
共
施
設

あ
が
っ
て
、
と
こ
四
年
の
聞
に
一
千
灯
一
十
円
と
す
る
な
ど
の
強
化
措
置
を
議
じ
一
灯
一
千
円
を
限
度
と
し
て
九
十
万
合
同
一
に
取
り
付
け
て
い
る
防
犯
街
路
灯
は
、

雪
」
え
る
増
設
が
行
な
わ
れ
二
」
と
し
一
ま
し
た
。
鉄
柱
防
犯
灯
に
対
ナ
る
新
設
一
を
支
出
し
て
曹
ま
し
た
。
一
市
街
地
を
中
心
に
二
百
七
十
七
灯
、
寺

三
月
末
で
二
千
一
一
首
八
十
灯
に
遼
し
た
一
補
助
の
限
度
額
の
み
、
従
来
ど
お
り
の
一
と
と
し
は
、
当
初
予
算
に
新
設
補
日
朝
一
年
度
は
こ
れ
に
五
十
灯
を
加
え
る
べ
く

。
今
年
度
は
、
補
助
限
度
額
の
五
割
猶
一
間
一
干
円
と
し
、
こ
れ
ら
に
対
ナ
る
予
算
一
世
田
灯
分
十
五
万
円
、
維
持
管
濯
費
補
助
一
一
ニ
十
万
円
の
新
設
資
争
予
算
化
し
ま
し

額
を
中
心
に
さ
ら
に
繍
設
を
奨
励
ナ
る
一
百
二
十
一
一
芳
円
を
当
初
に
計
上
し
ま
し
一
一
一
千
灯
分
百
八
万
円
、
市
設
麗
分
五
十
一
た
。
と
の
五
十
灯
は
、
支
所
出
張
所
一
管

と
と
に
な
っ
た
。
関
係
閣
体
の
利
屈
を
一
た
。
市
民
訴
で
は
、
鵜
係
団
体
に
対
し
一
灯
一
一
一
十
万
円
を
耳
目
上
し
た
も
の
の
、
新
一
向
一
を
対
象
と
し
て
つ
け
る
方
針
で
す
。

お
待
ち
す
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
一
で
、
早
め
に
補
助
申
誇
の
手
続
き
を
と
一
設
補
助
限
度
面
倒
の
五
嗣
割
引
き
上
げ
、
縦
一
ま
だ
ま
だ
隠
い
所
が
あ
る
と
は
い
え

発
表
に
よ
る
と
、
市
内
の
防
犯
街
路
一
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
申
韓
国
間
一
持
国
国
理
由
同
一
灯
当
た
り
百
八
十
円
引
宮
一
ま
ち
か
ど
を
一
明
る
く
す
る
防
犯
街
路
幻

灯
は
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
十
汚
か
ら
発
足
一
紙
は
市
民
涙
庶
務
係
、
ま
た
は
、
支
所
一
上
げ
な
ど
で
関
係
閣
体
の
関
心
も
た
ま
一
は
、
毎
夜
ニ
ヰ
を
こ
え
る
灯
を
と
も
し

さ
せ
た
新
設
一
補
助
制
度
と
維
持
霊
長
・
出
張
所
で
お
受
け
取
む
く
だ
さ
い
。
一
る
も
の
と
み
ら
れ
、
補
助
金
の
ワ
ク
色
、
ま
ち
の
平
和
の
大
重
に
な
い
雪

解
明
制
度
に
よ
っ
て
急
速
な
新
設
を
兎
一
×
×
×
一
新
設
二
百
灯
分
続
度
を
み
泣
け
れ
ば
な
一
し
て
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す

e

こ
こ
四
革
砲
に
供
摺
し
て
、
こ
と
し
一
一
一
一
市
民
課
の
説
明
に
よ
る
と
、
防
犯
管

月
末
、
自
治
会
等
民
間
団
体
設
償
分
二
一
路
貯
を
設
麗
し
、
そ
の
維
持
皆
震
に
あ

千
百
一
一
一
灯
、
市
が
霞
接
設
自
国
し
た
も
の
一
た
る
団
体
は
、
西
海
揮
紡
犯
街
灯
維
持

二
百
七
十
七
灯
、
計
二
千
一
一
一
世
田
八
十
灯
一
会
ハ
二
百
二
十
一
一
一
幻
)
、
海
岸
地
震
町

に
遼
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
会
ハ
百
六
灯
)
、
宮
松
町
自
治
会
(
九

と
の
傾
向
を
さ
ら
に
奨
励
す
る
た
め
一
十
一
灯
)
な
ど
市
内
に
百
十
団
体
を
か

今
年
度
は
、
新
設
襲
補
助
金
の
う
有
永
一
ぞ
え
、
そ
の
増
設
状
況
も
一
一
一
十
五
年
百

柱
の
も
の
に
対
ナ
る
補
助
限
度
額
を
五
一
十
二
灯
、
一
一
一
十
六
時
二
百
一
一
一
十
一
灯
、

A 
圃7

治
療
に

損
保
使
え
を
い
ば
あ
い
も

昨
年
は
二
百
件
も
あ
っ
た

国
民
健
康
保
倹
諜
で
は
、
関
保
加
入
一
円
四
国
民
健
康
保
検
課
凶
最
近
、
県
外

者
の
な
か
に
、
最
近
県
外
の
医
師
の
治
一
の
医
師
で
被
保
険
者
涯
を
つ
か
え
な

擦
を
受
け
に
行
く
人
が
ふ
え
た
と
し
て
一
い
所
、
治
療
を
受
け
に
行
く
人
が

保
険
の
使
い
方
に
つ
い
重
騒
を
出
し
一
多
く
な
っ
た
。
保
険
課
で
は
、
そ
の

て
い
ま
ナ
。
県
外
治
療
法
、
ほ
と
ん
ど
一
人
た
ち
に
、
後
日
申
請
書
の
提
出
を

東
京
都
下
で
、
昨
年
度
約
二
百
件
程
度
一
駿
い
、
審
査
の
う
え
医
療
費
の
負
担

と
い
わ
れ
ま
す
。
照
明
献
が
心
配
し
て
い
一
を
し
て
い
る
が
、
法
律
に
よ
っ
て
、

る
の
は
、
官
公
立
病
続
を
の
ぞ
き
県
外
一
旅
行
中
病
気
に
怠
っ
て
し
ま
っ
た
な

の
私
病
院
の
な
か
に
は
留
保
の
探
検
在
一
ど
緊
急
な
漂
白
の
あ
る
ば
あ
い
を
除

震
え
な
い
も
の
が
あ
え
た
と
え
治
一
い
て
、
支
払
い
震
を
お
も
ち
に
な

療
韓
の
領
収
撃
を
も
ら
っ
て
嘗
て
も
、
一
っ
て
も
負
視
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

市
が
負
担
で
吉
な
い
ば
あ
い
が
伎
ず
る
一

ζ
の
夜
十
分
留
意
鼠
ぃ
、
県
外
へ
治

と
い
う
点
で
、
県
外
の
医
師
に
治
療
を
一
療
に
行
く
と
雷
は
、
事
前
に
保
険
諜

受
け
に
行
く
と
吉
は
、
事
前
に
国
民
健
一
へ
連
絡
し
、
保
険
が
つ
か
え
る
か
ど

康
保
険
課
へ
棺
談
を
か
け
る
よ
う
、
つ
一
う
か
作

よ
く
の
ぞ
ん
で
い
ま
ナ
。
一
し
い
。

×
一

し
ま
す
。

山
い
よ
い
よ
今
月
三
十
一
日
午
前
零
時
か
ら
、
平
塚
の
矯
誌
の
向
出
動

f
イ
ヤ
ル
%
が
実
務
し
ま
す
。
向

山
自
動
式
の
穏
謡
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
だ
け
で
、
市
内
は
も
ち
つ
九
、
東
京
・
横
浜
を
は
じ
山

山
曲
、
県
下
山
市
近
県
事
都
市
と
も
す
。
、
遜
話
が
で
き
使
邪
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
哀
し
い
か
け
方
~

山
を
し
な
い
と
、
機
械
で
す
か
ら
、
ま
ち
が
っ
て
つ
な
が
っ
て
、
そ
の
う

3
4料
金
が
か
か
っ
た
り
、
山

~
霞
語
碑
が
故
障
し
た
り
し
ま
す

e

自
動
棚
田
語
の
去
し
い
か
け
方
を
は
や
く
お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
。

山
門
鷺
報
酬
串
話
局
発
行
の
で
ん
で
九
平
塚
一
一
一
月
特
集
婚
か
ら
転
載
一
日

マ
電
話
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
ム

名ぎて ま ZZ 童話ゃ
芸言語警雪島幸宅星雲身
主主主 2F 話事 jifE 円宮
え iE 嬰乏扇主~~了玄守塾通

さ言を 25 量詰 52 長 22
零~雲 Eミま"F!長 S7 立をは

ii;23 i;R5135 
?28 警をて野 253 婆

勾の稽諮 主 Z E 宅 吃芝易量 J

とZ げ
オ亘る闘
はと動寸 Lミ式 y 
d主ツ費量 ! 
吾 I 諮〉
ぞンを 7い
担とか』

毒患いけい
ν、うるう
く車華場経
だい合引
占昔、い
o がま安
」蕗ず
とこ受
いえ話

芸手号
い。あ

まうはが
す筒、ふ
。か招き

こく手が
ののにつ
音短って
がかない
闘いがた
こ新らり
え続ず、
て音、招

きハプ手
た謡 l が

与喜芝草
t主、J フρ し
、が 1 中

い重量ツの
つことと
たえい吉

環京 e神奈川県下

タ3イヤ)l"直混てもかかる区土或
高~の下の数字が市外周番/篇名の上
刀ツコ内の数手ぱ 7何でかかるキ少数一一

との留のほか衆京都下/6局/千栄
潔下?局β奇玉県下7局/山梨良 tfl府/
者手関東京 5局と E引車する

受付け

年度も続けることとし、

発表しました。この制度

ら発足、ことしで 3 年自

年度は助成資金の増額、

わくの拡大などを行なつ

かっています。市内中小

告患化を金融麗から助成

らいでナ。ご利用くださ

小企業金敵対策資金

中小企業小口無担保資金

小規模企業資金

中小商業者店舗改護資金

資金を借りるた岳にあた

111鼎健用保証協会に払い

証腐の 3分の 2 を稽勤し

ける入の資格・ー・

事業所等をもっ資本金(

5000万円以下、常用従業

以下の会社または個人で

おもに営むもの@

サーピス襲では重量本金〈

1000万円以下、常用従業

以下の会社または個人。

完総していおことが条件

霊堂 e 所定の稽励金交付申

保証棋を払い込んだ日か
内に神奈IIIJ畏鍵用保証協

所@取援金滋機磁を緩潟

に銀出ナる.鰐紙法前童話

1.I:.elCあ E ます.



使いブヲを車くおぼえよう…自動Fむの童書備なった帯f'l(

用保証料補助も

動秘書室を今

補助要項を

は37年度か

でナが、今

補助対象の

て充実をは
食業の経営

するのがね

ャ、。

磯補助対重罪

.平量産市中

・神奈川県

.神奈川県i

.沖奈川原1

以上の各i

って神奈

込んだ保

ます。

瀦機動を受

①市内に

出資金)

輿 300.人

工業等を

②商業・

出資金〉

輿 300人

③市税を

額制用苧綴

務署嘗巻、

ら25日以

会平塚支

bて務長
率家主主話再

ん
受
話
器
を
か
け
、
ま
た
、
二
よ
ニ
分
し
で
か
け
な

お
し
て
く
だ
さ
い
。

図
で
す
。
こ
の
音
が
四
四

ζ
え
な
い
う
ち
は
ダ
イ
ヤ
ル

を
ま
わ
し
て
も
か
か
担
ま
せ
ん
。
ツ
ー
ン
と
い
う
音

を
た
し
か
め
て
か
ら
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
ま
し
ょ

5

一

ダ
イ
ヤ
ル
は
指
ど
め
ま
で
一

ツ
1
ン
と
い
う
音
を
た
し
か
め
た
ら
つ
ぎ
に
、
乙
ダ
イ
ヤ
ル
は
中
休
み
な
し
に

イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
ま
す
。
右
ま
わ

P

ハ
時
計
ま
わ
り
一
受
話
器
を
あ
げ
て
か
ら
、
一
一
十
秒
以
内
に
ダ
イ
ヤ

)
に
、
指
ど
串
ま
で
ま
わ
し
、
そ
こ
で
ダ
イ
ヤ
ル
を
一
ル
脅
し
な
が
っ
た
担
、
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中
で

は
な
し
ま
す
。
一
六
秒
以
上
の
閣
か
く
を
あ
け
る
と
、
諮
中
音
つ
ノ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
揚
で
、
指
と
め
ま
で
キ
チ
ン
と
ま
一
ッ
、
プ
!
ツ
)
が
出
て
、
埼
謡
が
き
れ
て
し
ま
い
ま

わ
し
ま
し
ょ
う
。
鉛
議
で
ま
わ
し
た

p

、
ム
リ
に
反
一
ナ
。
電
話
を
か
け
る
と
き
は
、
番
号
を
た
し
か
め
て

対
方
向
に
ま
わ
し
た
り
す
る
と
、
ま
ち
が
っ
て
か
か
一
申
休
み
し
な
い
で
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
ま
し
ょ

5
0

り
ま
ず
。
一

一
ゼ
お
も
数
字
の
う
ち

ツ
i

ン
・
ツ
i

ン
・
ツ
i

ン
:
一

一
密
動
式
電
語
に
な
っ
た
一
揚
告
の
電
話
番
号
は
、
特

ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
お
わ
む
、
間
相
手
に
つ
な
が
る
一
部
な
も
の
の
ほ
か
は
、
ナ
ペ
て
市
内
閣
番
つ
い
て
六

と
ツ
l

ン
・
ツ
1

ン
と
い
う
一
潜
ん
だ
音
が
断
続
的
に
一
数
字
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
市
内
へ
笥
話
す
る
と
き

欝
ζ
え
ま
す
。
と
れ
ば
、
呼
び
出
し
古
田
と
い
い
棺
宇
一
は
、
か
な
ら
ず
、
六
回
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
こ
と
に

の
方
が
で
る
ま
で
鳴
D

つ
づ
害
ま
ナ
。
ダ
イ
ヤ
ル
ぞ
一
な
り
ま
す
。

G

も
数
宇
の
う
ち
で
す
か
ら
、
忘
れ
ず

ま
わ
し
終
わ
っ
て
か
ら
呼
び
出
?
υ喬
が
欝
こ
え
る
ま
一
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
ま
し
ょ
う
。
平
均
輔
の
市
内

で
に
、
五
秒
か
ら
一
五
秒
ぐ
ら
い
か
か
る
と
き
が
あ
一
周
替
は
、
二
一
局
二
一
一
一
周
・
五
五
騎
〈
隠
村
)
・

り
ま
す
が
こ
れ
は
、
故
障
で
は
な
く
、
電
謡
を
相
手
一
五
八
馬
ハ
金
百
)
で
す
。

に
つ
な
ぐ
た
岳
に
、
機
械
が
は
た
ら
い
て
い
る
時
間
四
一

一
マ
市
外
通
話
ム

で
す
か
ら
そ
の
ま
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
一

ブ
i
ツ
ブ
i
ツ
ブ
i

ツ
一
ダ
イ
ヤ
ル

O
Z
一
の
地
域

せ
っ
か
く
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し
て
も
、
途
中
の
線
一
県
内
・
都
了
近
県
主
要
都
市
へ
は
市
内
通
過
誌
と

一
同
じ
よ
う
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
だ
け
で
つ
注
が

一
り
ま
す
。
は
じ
め
に
椙
手
局
の
市
外
国
同
番
を
、
つ
つ

一
い
て
市
内
筒
番
、
電
話
番
号
の
般
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま

一
わ
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
東
京
二

O
一1
二
五
五
一

一
へ
は
、
。
一
ニ
ハ
市
外
閤
番

)
i
二
O
一
(
市
内
周

一
番)
l
ニ
五
五
一
ハ
電
語
審
尋
)
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ

一
ば
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
ル
で
直
接
か
け
た

場
合
に
は
、
市
外
通
話
で
あ
っ
て
も
、
市
内
通
話
と

い
っ
し
ょ
に
癒
の
メ
ー
タ
ー
に
合
算
さ
れ
ま
ず
か
ら

碍
閣
議
先
ど
と
の
記
録
は
の
と
り
ま
せ
ん
。

マ
市
内
通
話
ム

神奈川県で、中小企業設備近代化

資金39年度分の貸し出しを行怠って

います。 300方向を限度として設備

費の一部資金を無利息で利用できま

す。利用脅望者は 6 月 30臼までに手

続きをおとりください。

額別用資格..

①焦内におもな工場・事業所をも

っ資本金(出資金) 5000万円以下

の会社。

②常用従業員が 300人以下の会社

または個人。

豊富貸し出しの対象となる綾備ー企業

の近代化合理佑に必要望主設備で、

昭和39年 4 月以降に発注、昭和40

年 2 月末日までに設費完了の見込

みのもの

務袋し出し条件
J 

③限度額は設置費の 2 分の l 以内

最高 5:) 方向まで、焼践は 5 埠以

内、公醤徐去のた岳の設備につい

てだけ 7年以内、無利息。

③不動産主器保または湾帯保証人 2

人以上が必要。対象設備には知事

を受取人とする損害保険をかける

欝返済方法・ 1年以内すえおき、半

年賦均等分割払いで返済。返済期

限をおくれると途約金がかかる。

輝総用手続吉・所定の申込書を市務

エ課へ〈市民セン!1ー内) 6 JJ30 

臼までに提出すればよい。用紙1は

符課または』壊庁金融課で交付.
。。

鱒ヱ課は、明小企業信用保誕戦繍

近
所
の
人
に
備
す
場
合
な
ど
、
制
料
金
を
お
知

P
C
一
一
一
テ
キ
バ
キ
進
み
ま
す
。

な
り
た
い
と
曹
は
、
満
開
接
ダ
イ
ヤ
ル
し
な
い
で
〔
一
一

一
切
る
に
も
前
後
が
あ
る

0
0
〕
醤
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
〔
一

o
o
u

一

番
で
は
、
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
、
先
方
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
一
野
げ
が
す
ん
で
、
電
話
聞
を
切
る
と
吉
は
、

し
、
善
が
す
み
ま
ず
と
、
霊
し
た
時
分
を
お
知
一
ぼ
品
先
と
い
う
の
が
常
識
で
ナ
。
ま
た
、

ら
せ
し
ま
ナ
。
一
人
が
切
っ
て
か
ら
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
ず
が
、

一
し
が
終
わ
っ
た
と
き
「
で
は
、
失
礼
し
ま
す
」

L

ダ
イ
ヤ
ル
一
O
一
回7

即
時
地
域
一
「
さ
よ
5
な
ら
」
と
か
の
あ
い
さ
つ
に
合
わ
せ
て
、

北
海
道
を
の
ぞ
く
全
国
主
要
都
市
と
も
ま
か
タ
に
一
由
同
然
に
切
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

つ
な
が
り
ま
す
。
ハ
一oz
u番
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
一
1
1
1
1
1
1
1
j
j
i
l
l

と
、
係
重
ま
ず
か
ら
、
需
の
君
、
電
謡
番
号
一
一
舘
野
守
男
氏
が
講
演

と
こ
ち
ら
の
噂
話
番
号
を
つ
げ
て
、
そ
の
ま
ま
お
侍
一

ち
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
1

箆
達
協
会
で
招
くi

一
国
連
察
官
平
塚
支
部
ハ
支
部
長
加
藤
市
長
〉
は
、

宇
イ
ヤ
ル
一

O

穴
記
録
地
域
一

一
定
期
総
会
を
機
会
に
時
局
講
演
会
を
ひ
ら
哲
ま
す
。

そ
の
他
の
地
域
へ
か
け
る
と
曹
は
、
〔
一
(
)
六
υ
一
多
数
来
援
を
歓
迎
。

番
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
交
換
取
扱
者
が
で
一
記

ま
ず
か
ら
、
「
こ
ち
ら
の
電
話
番
号
、
想
宇
の
間
一
マ
と
き
と
こ
ろ
・
六
月
四
日
午
後
一

名
、
議
謡
番
号
、
普
通
・
至
急

e

特
急
の
前
一
」
を
つ
一
ら
農
薬
会
館

げ
、
い
っ
た
ん
受
話
器
を
か
け
て
お
待
ち
く
だ
さ
一
マ
諮
問

F
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
解
説

い
。
棺
手
が
で
ま
し
た
ら
、
潟
の
ほ
う
か
ら
お
呼
び
一
・
演
顔
。
最
近
の
国
際
情
勢

e

市民課で、戸籍鰭抄本の誇求用紙をつくり、間諜の窓日に

憶えて市民の;fiJF拐をお待ちしています。戸籍軍警本(とうほ

ん〉平戸籍抄本(しようほん〉を、本籍地の市町村役場から

送ってもらうばあいいままで、請求する人が手紙を書いてた

のんでいましたが、どう書くのか要領がわからなくて濁る人

がありました。この不便をなくすため、市民課で、一定の請

求用紙を作ったもので、今後は、 ζの用紙に記入して郵送す

れば、他市町村から安心して、戸籍騰抄本を取lJ望寄せること

ができるというものa 市民課のチヨットしたアイデア…

必要のつど市役所正積立簡の受付で、 f戸籍謄抄本の誇求

用紙をJ 。とおっレやってください。

寝謹111，大和田、枚方、大東、八

薦、枚筒、河内、大阪柏原、阪南

堺、松原、器薬丘、和泉、泉大津

岸和田貝塚、泉南、茨木、高様、

池田、繁盛、伊丹、富田林、河

内長野。

纏兵E草県鳴神戸、垂水、明石、有馬

西宮、間接、宝塚。

離京都府・京都、京都E富山、山鱒、

額奈良県・奈良、生駒、大和郡山、

天理、大和樫原、田原本、君主弁、

大来日高田、広陵、翻所、王寺。

磁福岡県・福岡、二日市、小倉、八

幡、戸畑、若松、門旬、中閥、;lU

E目、久留米、筑後、飯塚。

磁その他の県・大津、郡山、福島、

仙台、塩釜、七北問、山形、天童

和歌山、鳥取、高松、徳島、鳴門

秋田、岡山、倉段、高知、南菌、

新居浜、西条、援問、松山、背森

下関、佐賀、神崎、鳥草盟、熊本、

大分、鶴階、 íllJ府、長崎、鹿児

島。

〔表 3 ・記録通話区荷)l 06著書に申し

込み、つながるのを待つ区域。

伊勢原、寒H[、御所局、小出、寄

中井、松田、煤ケ谷、七決、申告書

!'J1i閥、綾瀬、長後、真鶴、三保、

根府川、南足柄、清水、山北、背

根、鳥露、青野原、串111、津久井

重量111、城山、長津田、 111井、 111前日

山内、 tJ，m、大櫛、大樹、一色、

長井、滞賀、南大将、市ヶ尾、回

選、牧野、柿生、内郷、相模湖、

郵殿場、吉原、富士宮、熊谷、下

回、伊勢鱒、下E春、栃木、銚子、

日立、重量橋、岡崎、平、富山、金

沢、伊勢、福井、姫路、釜石、米

子、弘首官、松江、山口、広島、函

館、宮1時、札幌、旭川 l、縞走、由II

路。

昭和 3昔年 5 月間尽

〔妻賢 1 ・鼠動E日時区間) 5 月宮l臼から

ダイヤんで直接かかる区域一平塚以

外の腐の数学は市件費事務局番

醸平塚局一市内電話は21 ・ 22 ・ 55 ( 

自村) 58 (金目〉の各局番を使5

平塚の市外局番は0463、

翻神奈川東下自動即時局

横浜 045 積須賀0468 111筒 044

登戸 044 i響ノロ0448. 日吉0446

中原0447 相撲際0427 大和0462

藤沢0466 茅ケ締04670 鎌倉0467

逗子04693 小田潔0465

三浦04688 西秦野0463-01

厚木0462 秦野0463 大機0463

二笛0463 湯河原04606 籍根0460

露県外自動即時局

東京03 伊策0557 熱穏0557

沼津0559 伊豆長蹄0559

三島0559 武蔵野三燦0422

調席。424 回無0421 立1110425

国分寺0423 武蔵府中 04236

小金井0423 車村山0423

小平0423 青梅0428 所沢0429

飯能 04277 昭島0425 国立0425

日野0425 衛生0425 武蔵0429

狭山 04295 町田0427 八王子0426

浦和0488 大宮0486 春日部0487

宕搬0487 111口 0482 醗霞0484

厳0484 E草加0489 趨谷口489

粕 04716 野田 04712 市1110473

松戸 04739 船橋口474 千葉0472

五弁0477 甲府0552 醤正草野0474

111越0492 上尾0487 八千代目474

久喜0480

〔擦 2 ・即時区間1103主宰へ申し込め

ば待たずにつながる対地、

纏静蹄県、静岡、焼津、潜水、自民

務原、誤録、浜北e

題栃木策、足利、三和、宇都宮、今

市、日う也、鬼括討 11111沼。

感群馬県・官官穂、高締、倉賀野、安

中、橋主主。

'盤茨城県・土浦、水戸、東海、大洗
都方日1襲、勝問。

盤愛知県・重量構、罪軍部、形路、護111

名古屋、上野町、愛知緑、守山、

瀬戸、尾張横須賀、大府、量豊明、

津島、弥富、鐙江、春日井、小牧

一宮、木援111、江南、稲沢、岩倉

鐙岐阜県 'il富山、般車、羽鳥、罫防E

北方、笠松、多治潟、土岐、瑞Z良

大垣。

騒三重県・津、久居、四日市。

盤新潟県・新潟、亀回、白根、長関

騒長星野県・長野、松本。

鶴大阪府・大阪、大阪山問、量豊中、

(5) 



(6) 第 151 号〈第 3 種郵便物認可、
カ、てコ

4 月・軽自動車税(全期)
寺月・毘定重量産税①/都市計関税①

/自動車税①1/;1軍部用水賦課
金①

6 克・市民秘立コ/県民税①
7 J'l.申告所得税①/毘定資産税②/

都市計画税②
8 月・市民税②/漂民税②/事業税

Gコ/西部潟水量武課金②
9 月・固定資産税③/都市計調税③
印J'l.市民税③/県民税③/自動車

税②/西部潟水賦課金③
11 汚・申告所得税②/画定資産税③/

都市計額税③/事業税②
・市民税④/県民税③

・贈与税(全期)
・申告所得税③/億人詩書判断見
(全綴)。

〈税務霊祭)

2
2
3
 

口

と

11'1 

磁
ヱ
課
は
、
活
和
一
一
一
!
?
九
年
度
平
山
崎
市
中
小
企
業
金
敵
対
策
資
金
予

託
要
演
に
も
と
づ
い
て
、
平
塚
僑
同
金
出
国
に
二
平
五
百
万
円
、
絡
調
掃
同

用
組
合
に
五
百
万
円
、
合
計
一
一
一
千
万
円
の
資
金
を
商
託
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
信
用
金
庫
は
五
平
方
円
、
信
用
組
合
は
一
千
万
円
の
自
己
資
金
を

加
え
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
小
口
事
業
資
金
と
し
て
、
一
会
柔
七
十

万
円
ま
で
の
貸
し
出
し
を
は
じ
め
ま
し
た
。



第 151号

然
の
一
と
を
一

で
き
る
人
が
い
た
一

!
江
喜
一
家
内
山
幹
子
!
一

「
見
て
ノ
」
私
は
思
わ
し
て
、
白
鳥
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
さ
れ
一

ず
叫
び
ま
し
た
。
「
な
あ
た
カ
l

プ
ミ
ラ
ー
が
緩
さ
れ
た
、
道
路
一

に
」
と
寄
っ
て
来
た
友
達
標
識
が
折
ら
れ
た
、
車
内
で
小
暴
力
が
一

も
私
の
揺
す
方
を
扇
て
、
超
古
た
ま
ど
と
報
還
し
て
い
ま
す
。
民
一

「
わ
あl
噂
敬
」
「
本
当
業
主
蓄
の
板
本
田
町
制
は
人
に
迷
惑
を
か
一

あ
の
先
牛
獲
い
わ
ね
。
朝
け
な
い
、
人
穏
を
個
人
と
し
て
尊
重
ナ
一

だ
っ
て
い
つ
も
早
く
嘗
て
る
と
い
う
に
と
だ
と
書
問
わ
れ
る
の
に
、
一

花
壇
の
手
入
を
し
て
い
ら
私
た
ち
、
曲
り
な
り
に
も
民
主
主
義
社
一

っ
し
ゃ
る
わ
よ
」
「
わ
た
会
に
住
む
人
間
が
、
な
ぜ
人
に
送
賄
工
官
一

し
な
ん
て
に
は
と
て
も
で
か
け
る
の
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
や
っ
一

舎
な
い
こ
と
だ
わ
。
尊
敬pて
み
た
か
っ
た
な
ど
と
、
ワ
ザ
と
し
た
一

し
ち
ゃ
草
ナ
」
と
口
々
に
叫
ん
だ
の
で
り
、
つ
い
う
っ
か
り
な
に
げ
な
く
や
っ
一

ナ
1
0

て
し
ま
っ
た
と
か
で
、
公
共
の
も
の
を
一

体
帯
同
祭
の
臼
で
し
た
。
趨
ぎ
す
ぎ
て
壊
わ
し
た
り
、
ま
た
汚
し
た
り
す
る
人
一

す
っ
か
哲
疲
れ
て
し
ま
っ
た
私
は
、
友
が
な
ん
と
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
町
一

だ
ち
し
を
待
つ
間
競
技
の
終
っ
た
後
の
寂
を
曹
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
か
「
小
一

し
い
校
庭
を
三
階
の
悠
か
ら
鬼
て
い
ま
き
な
親
切
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
い
つ
一

し
た
。
も
う
薄
結
く
怠
っ
た
選
動
掴
帽
を
た
吋
選
晶
画
も
私
た
ち
が
当
り
前
の
こ
と
を
一

ひ
と
わ
た
り
見
廻
し
て
、
そ
の
自
を
す
当
り
前
に
で
き
た
ら
、
必
議
の
な
い
遼
一

ぐ
下
の
芝
草
に
移
し
た
と
吉
で
す
、
芝
動
で
す
の
に

i
i

。
で
も
い
ま
し
た
。
一

車
の
上
に
落
ち
て
い
る
紙
ク
ズ
を
拾
っ
当
り
前
の
こ
と
を
当
り
前
に
で
幸
る
人
一

て
い
る
人
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
M
先
が
。
先
生
は
私
の
一
見
て
い
る
所
で
そ
れ
一

生
で
す
、
先
生
を
完
た
と
嘗
私
は
無
条
を
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

i
i

。
一

件
に
偉
い
本
と
患
い
ま
し
た
。
淡
々
と
。
私
た
ち
の
町
を
嘗
れ
い
に
ナ
る
に
一

1
1

紙
ク
ズ
拾
い
に
淡
々
と
い
う
形
容
は
e

「
何
々
を
す
る
在
」
と
い
う
禁
止
一

が
、
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
の
札
を
立
て
る
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
…

ん
が
1

紙
ク
ズ
を
拾
っ
乞
市
民
、
関
民
全
部
に
、
一

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
9
d

占
こ
の
運
動
を
呼
び
か
け
一

の
後
疫
が
、
と
て
も
大
儀
畿
穣
ヂ
緩
ん
る
も
の
で
し
ょ
う
。
次
一

宮
く
、
り
っ
ぱ
に
感
じ
滋
鯛
恥
ー
機
綴
?
緩
誌
の
時
代
を
担
う
者
と
し
一

ら
れ
た
の
で
す
。
友
だ
誠
蘇
惨
都
内
♂
一
撃
ィ
山
て
、
私
た
ち
児
雨
明
一
生
徳
一

ち
も
先
住
自
ら
、
そ
れ4
3

、

;
j

噂
内
が
十
分
気
を
つ
け
る
こ
一

も
喰
}
人
で
拾
っ
て
い
…
と
も
長
い
で
し
ょ
う
。
一

ら
っ
し
ゃ
る
の
を
兎
て
そ
れ
が
ダ
メ
な
ら
厳
罰
一

と
て
も
感
離
し
た
よ
う
で
し
た
。
で
も
も
考
え
ま
し
ょ
う
。
で
も
本
来
法
律
一

残
念
な
が
らe手
伝
い
に
行
こ
うe
と
や
モ
ラ
ル
は
岨
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
一

い
呈
提
案
が
で
る
ま
え
に
、
3
M
L古
生
が
は
な
い
は
ず
で
す
。
第
頭
に
す
れ
ば
と
一

数
学
の
…
先
生
の
た
め
か
、
い
つ
の
ま
に
こ
か
で
抜
け
道
を
見
つ
け
、
ま
た
騒
い
一

か
私
た
ち
の
話
題
は
e

数
学
に
弱
い
と
病
気
に
穫
る
で
し
ょ
う
か
ら

i
l

。
そ
…

い
う
も
の
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
「
チ
し
て
い
」
の
問
題
、
最
後
は
や
は
り
私
た
一

ス
ト
を
た
く
さ
ん
や
る
先
生
な
ん
て
セ
ち
の
必
の
問
題
に
な
る
と
患
い
ま
す
。
一

ン
ス
な
い
わ
」
な
ど
と
い
う
大
変
な
も
私
た
ち
が
郷
之
愛
、
国
土
愛
を
持
ち
、
一

の
ま
で
飛
び
出
す
始
末
。
批
聞
を
冷
た
く
感
じ
ざ
せ
ぬ
よ
う
お
百
一
一

そ
ん
な
話
に
加
わ
り
な
が
ら
も
私
は
に
譲
り
合
え
る
心
の
余
裕
を
持
つ

1
1

一

紙
ク
ズ
を
拾
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
こ
ん
な
傍
り
も
の
の
よ
う
な
奮
葉
し
か
一

を
兎
て
い
ま
し
た
。
美
化
班
、
清
掃
用
問
今
の
私
に
は
震
え
ま
せ
ん
。
で
も
こ
れ
一

の
先
生
に
は
当
然
や
る
べ
嘗
仕
事
だ
つ
だ
け
は
脅
え
る
の
で
す
。
私
た
ち
人
間
一

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
1
i

お
掃
除
は
一
人
で
は
弱
く
て
何
も
で
宮
ま
せ
ん
…

は
お
休
み
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
し
。
で
も
結
局
一
人
一
人
で
や
ら
な
け
れ
一

て
繕
ち
て
い
る
ゴ
ミ
も
一
一
一
階
か
ら
見
る
ば
。
何
か

e
な
ど
で
吉
本
いl
i

。
そ
一

限
り
で
は
と
く
少
い
も
の
で
し
た
。
で
れ
は
紙
グ
ズ
拾
い
か
ら
始
め
て
も
、
紙
一

も
一
つ
一
つ
の
ゴ
ミ
に
注
意
を
臨
む
な
ク
ズ
を
惑
と
き
な
い
こ
と
か
ら
始
め
て
一

が
ら
、
そ
れ
で
い
て
本
当
に
自
然
に
手
も
良
い
と
日
時
先
生
の
紙
ク
ズ
拾
い
に
刻
一

が
山
田
て
し
ま
う
と
い
っ
か
滋
じ
の
先
生
激
さ
れ
、
私
も
紙
ク
ズ
を
自
然
に
拾
え
一

を
兎
て
い
る
とe
何
を
e
と
は
っ
き
り
る
人
に
、
と
患
い
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と
一

掃
絡
は
で
吉
な
い
け
れ
ど
9

偲
か
e

を
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
門
昨
年
神
奈
川
一

感
U

た
の
で
ナ
。
県
美
化
運
動
推
進
本
部
が
募
集
し
た
「
一

と
の
ど
ろ
、
毎
店
の
よ
う
に
マ
ス
コ
美
化
感
想
文
円
高
校
の
部
」
入
選
作
・
内
一

ミ
で
は
e

公
強
心
の
欠
如aeな
ど
と
問
題
山
さ
ん
は
桃
浜
町
に
在
住

M

一

② 
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市民体育レクリェーションのセンターとして

全国大会級の施設として
J 

他に{37Ù を見ない錨漢を

有するものとして

第
一
一
一
期
工
事
が
完
了
、
正
面
に
管
穏

邸
内
の
設
備
も
で
更
新
装
な
っ
九
鑓

間
五
百
体
湾
館
の
響
濯
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
所
管
す
る
社
会
教
育
課
は
次
の
と
お

り
利
用
す
る
人
た
ち
の
注
憲
と
協
力
を

求
時
て
い
ま
す
。

内
社
会
教
画
同
課
一
国
間
附
台
体
育
館
の

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
。

①
館
に
は
い
る
と
曹
、
外
部
か
ら
の

は
き
物
は
か
た
く
お
こ
と
わ

D

ナ
る

な
に
を
は
い
て
お
ら
れ
て
も
、
必
ず

速
五
割
ぐ
つ
に
は
宮
替
え
て
ほ
し
い

∞
え
会
主
ど
入
会
者
が
多
数
に
及
ぶ

と
曹
は
、
主
催
者
は
整
理
厳
議
員
高
官

設
け
、
体
育
館
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
、
舘
内
の
州
視
を
行
な
う
ほ
か
、

所
定
の
出
入
り
口
以
外
は
通
常
絶
対

に
使
わ
な
い
よ
う
留
意
し
て
ほ
し

い
ロ
と
く
に
だ
か
ら
出
入
り
す
る
者

が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

③
無
断
で
備
品
績
を
移
動
し
た
り
使

っ
た
り
ナ
る
こ
と
は
か
た
く
つ
つ
し

ん
で
も
ら
い
た
い
。
備
品
な
ど
を
こ

わ
し
た
と
き
は
扇
形
に
復
す
る
こ
と

④
体
湾
総
使
用
後
の
清
掃
は
、
使
用

し
た
コ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
使
隠
し

た
付
属
施
設
ハ
観
覧
席
や
役
員
室
な

ど
)
も
清
掃
し
、
係
員
の
点
検
を
受

け
て
も
ら
い
た
い

⑤
た
ば
こ
は
燦
煙
所
以
外
で
は
絶
対

す
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
と
く
に
、
コ

ー
ト
内
で
の
喫
緩
を
厳
禁
す
る
。

ﾗ
 

社
会
教
育
謀
が
、
以
上
の
よ
う
な
き

び
し
い
注
意
を
発
し
た
濯
由
は
、
利
用

者
増
に
と
も
な
っ
て
、
設
備
破
損
ゃ
な

げ
や
り
本
使
用
な
ど
不
心
得
な
行
為
が

起
こ
担
が
ち
で
あ
る
た
め
。
そ
れ
と
、

一
流
体
湾
館
と
し
て
競
技
場
と
な
る

床
菌
は
ぜ
が
ひ
で
も
、
最
高
の
状
態
に

保
つ
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
結
巣
で
、

間
諜
で
は
「
柔
道
や
剣
道
む
道
場
と
間

口
、
体
育
館
は
市
民
体
構
円
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
道
場
と
も
替
え
る
。
利
用
者

の
精
神
的
節
度
を
た
か
め
る
こ
と
も
体

育
館
市
山
大
吉
な
ね
ら
の
ひ
と
つ
だ
。
前

顎
位
同
時
且
事
項
は
、
最
極
限
度
必
麗
怠
使

用
基
準
と
し
て
舟
後
と
も
ぜ
ひ
守
っ
て

も
ら
う
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。



模
し
し
よ
@
〉
叩
世
間
虫
等
下
恥
閏
木
経
い
た
あ
を
し
と
と
か
あ
く
}
も
の
を
と
て
と

矯
と
佑
る
る
た
山
・
合
流
線
・
間
を
。
て
つ
が
村
が
ご
と
け
で
や
わ
で
と
分
と
し
る

当
村
転
れ
あ
な
の
野
容
を

M
神
打
原
る
い
立
雨
農
と
の
だ
わ
の
う
き
け
も
半
壱
地
き

相
園
出
れ
ば
で
ひ
〉
小
・
〕
貯
大
・
出
問
あ
箆
役
濠
岸
こ
蕗
ん
主
土
よ
で
だ
は
ほ
跡
前
躍
で

に
を
ま
呼
う
〈
向
・
沼
市
原
・
島
・
で
を
は
に
沿
友
部
及
ん
げ
は
が
域
今
ぼ
流
を
が

辺
れ
生
つ
よ
向
日
沢
長
木
勢
際
下
原
の
地
に
世
帯
し
う
擦
に
そ
れ
域
と
市
の
の
跡
道

の
こ
が
か
の

g

町
七
の
摩
伊
古
口
E

中
た
耕
用
地
水
よ
吉
尺
。
わ
流
こ
本vh
m年間
聞
い

捜
し
郡
き
の
は
療
の
郡
も
酪
の
島
・
つ
蕊
い
塊
摺
る
。
数
う
な
の
る
は
ろ
付
往
の
良

加
生
の
書
も
川
勢
都
中
れ
覇
市
大
下
な
低
が
山
ち
ナ
た
水
い
行
こ
す
跡
あ

1
に
こ
ら

自
発
波
と
た
玉
伊
申
・
ず

α

本
・
宮
と
は
ん
び
ま
に
つ
浸
と
が
て
総
開
聞
は
~
か

o
た

阿
が
閉
山
郡
つ
の
恋
愛
甲
い
葉
り
内
・
川
山
川
か
た
ち
し
あ
上
た
抱
く
絶
の
と

m
ず
る
し

の
務
自
甲
な
と
現
し
愛
在
穏
い
横
嶺
水
の
め
と
た
た
ば
床
つ
改
か
と
川
ほ

7

わ
い
と

o

v
」
察
阿
裳
に
も
(
発

E

環
小
は
・
小
花
こ
た
ひ
と
び
し
は
あ
犬
。
筈
玉
K

隠
め
て
路

5

の
て
て
う
村
に
谷
〈
し
に
村
・
て
た
が
る
水
ば
吉
も
ち
る
水

s
m

埋
め
選
思

巾
出
川
た
無
山
大
つ
合
後
が
て
模
の
て
水
市
と

J
脅
し
し
こ
で
の
あ

2

器
開
水
つ
水
大
③
も
ち
年
揺
れ
棺
ら
げ
花
宝
つ
波
ら
ら
。
た
在
川
で
。

引
花
あ
る
②
と
に
審
問
山
改
流
で
か
還
の
来
三
根
か
れ
い
れ
現
水
時
る

間
関
る
で
す
と
川
地
で
和
大
を
持
土
口
を
後
従
の
る
白

J
そ
幾
と
。
花
美
あ

山
川
の
発
川
鈴
孫
近
沼
の
域
酒
太
革
以
と
川
あ
阿
鮎
り
し
に
る
て
が
で

瀬
流
も
ら
自
る
水
付
が
川
泊
村

D

変
め
山
間
間
で
「
「
あ
定
嘗
あ
ペ
い
評

を
た
か
金
山
山
を
原
ろ
玉
4

川
な
大
た
鈴
渋
の
代
。
も
断
鐙
で
比
な
定

高
域
せ
岳
る
れ
沢
帯
こ
く
下
相
に
一
の
と
た
た
時
た
説
が
が
う
に
》
の

部
わ
ケ
ナ
流
の
内
と
な
郡
部
と
が
そ
山
っ
つ
い
い
う
る
飴
よ
鮎
は
家

の
合
港
と
ら
一
市
。
も
甲
中
こ
向
。
呂
あ
ま
自
て
い
れ
の
の
の
議
隼

市
を
山
流
か
面
が
た
く
愛
が
ぐ
方
た
金
で
し
は
れ
と
わ
等
実
川
漁
愛

塚
流
出
川
源
商
側
と
い
ば
し
水
浅
の
つ
、
流
て
川
わ
名
思
上
事
撲
は
は

平
3

凋
を
南
の
川
て
く
成
た
に
れ
ま
は
支
つ
玉
言
明
内
も
し
は
椙
れ
と

は
①
川
の
山
玉
つ
い
完
い
日
流
し
川
の
設
と
た
く
か
と
も
そ
る

れ
ま
ナ
。
ま

d

J
と
こ
で
は
な
ぜ
友
慨
を
一
通
行
ナ
る
も
〉
バ
時

の
か
出
唱
え
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。

C
Z

ず

ま
ず
議
卜
道
の
設
計
に
誤
D

が
あ
っ
讃
叶

J
I

た
か
、
ま
た
製
造
の
見
通
し
の
ぎ
か

L
i
I
L
-
-

投
書
か
、
ャ
ー

な
い
コ
の
宇
湿
の
遊
路
は
無
寝
か
ま
た
た
立
て
札
の
影
響
で
い
ず
れ
も
左
側
か
通
行
の
習
性
を
深
め
る
ば
か
り
、
そ
れ
夜
通
係
に
よ
る
指
導
だ
け
で
な
く
、

地
予
選
に
は
い
る
前
端
の
遜
路
面
の
こ
、
;

う
留
に
不
自
然
が
あ
っ
た
か
、
ぎ
ら
に
ら
は
い
り
や
す
レ
た
め
カ
最
後
に
市
は
突
に
危
険
で
す
。
慨
を
歩
吉
や
ナ
く
ナ
る
た
め
の
構
古

か
つ
て
の
左
側
通
行
の
習
慣
か
、
ま
た
民
の
変
遜
道
織
が
守
ら
れ
て
い
な
い
も
わ
た
し
た
ち
の
諮
問
っ
た
一
習
慣
は
簡
単
墨
田
平
創
意
く
ふ

5

の
施
設
も
必
婆
ふ

は
入
関
と
し
て
の
一
震
性
か
ま
た
指
導
に
の
か
、
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
の
条
件
鐙
笈
に
敬
め
る
こ
と
は
で
曹
な
い
か
ら
思
う
が
、
し
か
し
こ
の
地
予
選
が
古

誤
む
が
あ
る
も
の
か
、
駅
構
内
プ
リ
ヲ
に
分
析
ざ
れ
ま
ナ
。
右
側
遜
行
は
自
動
日
々
匂

U
が
け
の
累
積
に
よ
っ
て
改
め
の
交
遜
遺
徳
の
削
訓
練
の
溺
と
し
て

の
左
側
通
行
の
つ
も
り
か
、
問
問
樹
輔
の
入
車
そ
の
他
と
の
対
蹟
滋
行
に
よ
っ
て
安
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
ナ
。
毎
回
地
下
え
、
お
互
に
守
っ
て
い
た
だ
く
安

A
A誼
が
申
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
濁
り
遂
の
左
側
閣
を
通
る
誤
っ
た
観
念
は
患
い
市
で
あ
り
、
名
実
と
も
に
文
句
都

で
、
と
お
り
や
ナ
い
か
ら
友
側
を
通
る
が
け
な
い
交
通
事
故
が
起
こ
り
う
る
可
誇
り
を
確
保
し
た
い
も
の
で
す
。

と
い
う
考
え
を
黙
認
す
る
こ
と
は
左
側
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
単
に
欝
祭
の
策
立
隆
築
会
館
館
長
・
間
宮

国

ち
ょ
っ
と
の
間
意
識
を
ま
く
ナ
よ

う
な
状
態
志
の
で
つ
い
見
落
と
し

談
窓
で
汲
っ
た
実
例
か
ら
が
ち
で
ナ
食
事
中
ふ
と
は
し
を
乙

i

ご
牛
の
こ
ろ
に
く
らA

め
て
考
え
事
を
し
て
い
る
よ

5

な

筒
い
e

れ
ば
お
と
な
し
く
本
り
子
ゃ
、
も
の
し
を
選
ん
で
く
る
途
中
、

ま
し
た
が
、
窓
に
人
を
た
た
い
た
喝
ょ
っ
と
立
ち
止
っ
た
り
、
立
ち

り
、
物
を
ほ
う
り
な
げ
た
む
な
ど
く
ら
み
が
あ
る
よ
う
な
子
に
は
、

乱
暴
を
し
ま
す
。
あ
と
で
そ
の
こ
一
応
こ
の
小
発
作
と
凝
っ
て
み
て

と
を
い
う
と
全
然
覚
え
て
い
ま
せ
い
い
と
患
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
夜

ん
ロ
六
歳
ご
ろ
に
「
て
ん
か
ん
」
開
眠
症
」
と
間
違
え
ら
れ
た
り
し
ま

だ
と
い
わ
れK
病
誌
か
ら
薬
を
も
ナ
。
こ
の
子
の
よ
う
に
騒
ぎ
ま

ら
つ
て
の
ん
で
い
た
こ
わ
る
の
は
お
そ
ら
く
一
一
一

と
が
あ
り
ま
す
。
内

Fれ
抑
制
科
副
官
寄
自
の
発
陣
で
し
ょ
う

と
に
か
一
あ
れ
的
拡
髄
鵠
耐
明
。
一
応
脳
波
検
査
を
し

お
答
、
凡.
F
F

・4謬
議
総
帥f

す
ぐ
に

ν珂J
v
.
輔
路
線
網MMて
み
て
は
い
か
が
で
ナ

薬
を
の
ん
で
く
だ
さ
い
汁
γ
弘
鳴
ぶ
脚
」
か
。
「
て
ん
か
ん
い
は

特
に
「
て
ん
か
と
の
議
離
欝
脳
炎
量
外
携
を
う
け

場
合
は
、
長
く
続
け
て
た
あ
と
に
起
こ
り
ゃ
ナ

の
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
普
通
「
い
も
の
で
す
が
、
手
術
に
よ
っ
て

て
ん
か
ん
」
と
い
う
と
、
突
然
口
治
る
も
φ
も
あ
り
ま
ナ
。
い
ず
れ

か
ら
あ
わ
を
出
し
て
闘
を
つ
り
ょ
に
し
て
も
発
作
の
練
り
返
し
は
頭

げ
、
手
足
を
け
い
れ
ん
膏
せ
る
と
の
発
育
を
妨
げ
ま
す
か
ら
注
意
し

と
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
れ
て
い
ま
せ
怠
け
れ
ば
怠

D

ま
ん
。
薬
を
の
む

ん
が
、
こ
の
発
作
に
は
、
大
発
陣
と
と
と
が
根
治
療
法
だ
と
は
い
え
ま

小
発
作
と
精
神
発
作
の
一
一
一
つ
が
あ
せ
ん
が
、
発
作
を
お
さ
え
る
と
い

担
ま
す
。
け
い
れ
ん
し
て
部
れ
る
う
こ
と
に
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